
令和３年８月 球陽 SSH 活動記録 

 

・第 45 回全国高等学校総合文化祭 自然科学部門(2021.8.2.月まで)                              

化学部のメンバーが、テーマ「鉄(Ⅱ)イオン溶出!～Make it possible with」という研究を発表しま

した。 

  地学部のメンバーが、『沖縄本島中部のマンガンノジュールの生成過程について』と題し、これまでの研

究の成果を発表してきました。審査員や聴衆からは、「研究を進める上で、大変苦労したことは?」など

質問もあり、活発な意見交換が行われました。発表後は和歌山県内のミズクラゲ博物館を訪問し、見

学実習を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

・Shizuoka Kita Youth Science Engineering Forum(2021.8.19.木)                  

SS 理数探究Ⅲの物理グループのメンバーが、テーマ「物理的観点による英語話者の日本語発音の

違い」という研究を発表しました。 

 

・SSH 生徒研究発表会(2021.8.20.金)                                                        

物理部のメンバーが、テーマ「植物工場における光の照射に関する研究」という研究を発表しました。 

 

・科学の甲子園ジュニア県大会(2021.8.25.水)                                                   

中頭地区大会を勝ち上がったサイエンス部の 2 チームが県大会に進むことができました。 

今年度は新型コロナの緊急事態宣言下での開催となり、全校オンラインで競技を行うこととなりまし

た。球陽中学からは２チームが県大会の筆記競技へと進出しました。どのチームも力と知恵を合わせて、

筆記競技に臨みました。成績上位４チームが次の実技の部へ進出でしたが、本校は『５位』と『８位』。

惜しくも実技の部に進むことはできませんでした。競技を終えた生徒たちは、「来年はぜひとも後輩たちに

挑戦してほしい。自分たちの分まで頑張ってほしい」と悔しさをにじませておりました。 

 

 

 

 


